将軍家 斉の 時代であった。 天 保の 初年から 天候が 不 

こもごも 

順で 旱天と 洪水と が 交 M 襲い 夏 寒く 冬 暑く 日本 全国の 

田 や 畑に は 実らない 作物が 枯れ 腐って 凶年の 相 を 現わ 

したが、 俄然 大 飢饉が 見舞って 来た。 将軍家お 膝元 大 

がひょう なまぐさ 

江戸で さえ 餓莩 道に 横たわり 死骸から 発する 腥 い 匂 

いが 空 を 立ち籠める という ありさま であ つ た。 

上野 広小路に 救い 小屋 を 設けて、 幕府で は 貧民 を 救 

もみ 

助した。 また 浅 草の 米蔵 を 開いて 靱を 窮民に 頒 つたり 

した。 しかし もちろん こんな 事で は 日々 に 増える 不幸 



とぎしる 

の 餓鬼 ども を 賑わす こと は 出来なかった。 米の 磨汁 を 

むし するめ 

飲む もの も あれば 松の 樹の 薄皮 を 引き 撐っ て 鰯の よ 

うにして 食う もの も あり、 赤土 一 升 を 水 三 升で 解き そ 

れを 布の 上へ 厚く 敷いて 天日に 曝ら して 乾いた ところ 

へ 麩の 粉 を 入れて 団子に 円め、 水 を 含んで 喉 を 通し 腹 

を 膨らせ る 者 もあった。 金 はあって も 売り 者がない の 

まと 

で 、 みすみす 食物 を摂る ， J とが 出来ず、 錦の 衣裳 を 纏つ 

たま ま 飢え死に をした 能役者 もあった。 元大 坂の 吟味 

与力の 陽 明 学者の 大塩平 八郎が 飢民 救済の 大旆の もと 

に大坂 城代 を 焼き打ち したの はすな わち この頃の 事で 

ある。 江戸 三界、 八 百 八 町、 どこ を 見ても 生色な く、 



「志賀 山 初と いう 名人が 近年まで 生きて おりました 

、、ゝ - 

力」 

「どんな 様子の 女 だ つ たね？」 

「なかなか 上品のお 婆さんでした」 

「それじゃ その 人 かも 知れない な …… 俺 は 三度まで 

逢つ たんだが ね。 それ もい つも 往来で ね」 

「それで、 何んで すか、 ご 前と は、 何 か 関係で も ござ 

いました ので？」 

「あると いえば あつたよ うな もの、 ない と 云えば な 

かった ような もの さ …… ところで、 初と いう その 老女 

は どんな 具合に 死んだ かな？ 往来の 上で 野 倒れ 死に 
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